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令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月

２
日
か
ら
16
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た

令
和
４
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
を
は

じ
め
各
特
別
会
計
等
当
初
予
算
９
件
、
令
和
３
年
度
一
般

会
計
等
補
正
予
算
６
件
、
条
例
の
一
部
改
正
６
件
、
専
決

処
分
の
承
認
２
件
、
そ
の
他
委
員
会
等
提
出
議
案
８
件
の

計
31
件
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

定例会
月3

対前年度比　９億８，０４９万円（１２．０％）の増額

9１億 1，９１１万円

※ 自主財源
３４億３，７７５万円

※ 依存財源
５６億８，１３５万円

町税
１８億７４７万円

繰入金
５億６，１５６万円

使用料及び手数料
１億４，６５５万円

その他
９億２，２１７万円

地方交付税
２６億４, ０００万円

町債
７億８，５４０万円

国庫支出金
１１億３，８５６万円

県支出金
６億１，７９７万円

地方消費税交付金
３億４，２００万円

その他
１億５，７４２万円議会費

5,984 円
総務費
149,152 円

民生費
182,206 円

衛生費
64,284 円

農林水産業費
12,731 円

商工費
4,544 円

土木費
50,386 円

消防費
18,759 円

教育費
44,571 円

公債費
62,229 円

その他
823 円

町
民
一
人
当
た
り
の
予
算

１人あたり　
　総額５９５，６６９円

※自主財源　町が自主的に集めるこ
　　　　　　とができるお金

※依存財源　国や県から交付される
　　　　　　お金や借金の事

議会費
９，１６１万円

総務費
２２億８，３３７万円

民生費
２７億８，９３９万円衛生費

９億８，４１２万円

農林水産業費
１億９，４９０万円

商工費
６，９５６万円

土木費
７億７，１３６万円

公債費
９億５，２６７万円

教育費
６億８，２３４万円

消防費
２億８，７１８万円

その他
１，２６１万円

※�数字は四捨五入しているため合計
額と一致しているとは限りません。

《歳入》

《歳出》
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令和４年度
鞍手町一般会計予算
令和４年度

主な新規・拡充予算

　

児童虐待防止対策
支援事業

４１２万円
児童虐待を防止す
るための相談体制
等の確保に要する
費用です。

新 規
　

ふるさと納税推進費

７億６万円
ふるさと応援基金
への積立金や返礼
品等に要する費用
です。

拡 充

　

脱炭素化推進事業費

１，９８１万円
脱炭素社会を実現
するための地域再
エネ導入目標や太
陽光発電設備等の
導入調査等に要す
る費用です。

新 規

　

基礎学力向上
推進事業費

１２０万円
講師謝礼や学習
ドリルの購入に
要する経費です。

新 規

　

小学校統合・再編
事業費

１，７８０万円
小学校の統合に
向けた基本計画
の策定等に要す
る費用です。

新 規

　　福岡県鞍
く ら て ま ち

手町

ふるさと納税で鞍手町を応援してください

ふるさと応援寄附

令和３年 10 月改訂　

●令和４年度　一般会計・特別会計・企業会計　予算総括表 ( 単位 : 千円 )
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町
内
に
は
７
千
世
帯

以
上
あ
る
が
全
世
帯

に
配
る
べ
き
で
は
。

５
千
８

百
部
が

適
当
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

町
の
広
報
誌
の
ペ
ー

ジ
を
増
や
し
掲
載
す

れ
ば
い
い
の
で
は
。

わ
か
り
や
す
い

予
算
書
は
高
評

価
を
頂
い
て
お
り
、
継
続
し

作
成
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
事
業
内
容
は
。地

域
外

の
人
材

を
受
け
入
れ
、
地
域
の
活
力

を
維
持
し
、
定
住
定
着
を
図

り
、
地
域
の
活
力
の
維
持
と

強
化
を
図
る
事
業
で
す
。

行
っ
て
い
た
だ
く
仕

事
の
内
容
は
。

広
報
誌
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
活
用

し
、
異
な
る
目
線
で
情
報
発

信
し
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

現
在
、
広
報
誌
等
を

担
当
さ
れ
て
い
る
職

員
で
行
え
ば
い
い
の
で
は
。

か
な
り
の
ス
キ

ル
を
持
た
れ
て

い
る
方
に
来
て
頂
き
、
情
報

発
信
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。任

期
中
に
辞
め
ら
れ

る
方
は
い
な
い
の
か
。

定
住
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
行

政
と
地
域
が
一
体
と
な
り
交

流
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　
岸
田
政
権
の
新
年
度
予
算

は
、
21
年
度
補
正
予
算
と
併

せ
た
16
か
月
予
算
と
位
置
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

身
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
へ
の
対
策
は
、

全
く
不
十
分
な
う
え
、
社
会

保
障
削
減
と
大
軍
拡
を
進
め

る
な
ど
、国
民
に
は
冷
た
く
、

危
険
な
予
算
案
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
鞍
手
町
の
新
年
度
予
算
案

は
、
基
本
的
に
政
府
の
予
算

案
に
追
随
す
る
も
の
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
へ
の
更
な
る
拡

充
と
、
新
庁
舎
建
設
費
の
削

減
。
高
す
ぎ
る
国
保
税
の
引

き
下
げ
や
、
町
独
自
の
介
護

保
険
料
利
用
料
の
減
免
制

度
、
高
校
卒
業
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
な
ど
町
民
生
活
と

子
育
て
、
中
小
業
者
を
応
援

す
る
予
算
に
組
み
替
え
る
こ

と
を
求
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
宇
田
川　
亮

　

一
般
会
計
当
初
予
算
を
審

議
し
た
予
算
特
別
委
員
会
に

お
い
て
「
わ
か
り
や
す
い
予

算
説
明
書
発
行
費
」
と
、
新

た
に
計
上
さ
れ
た
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
関
連
予
算
」

に
対
し
修
正
動
議
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
わ
か
り
や
す
い
予
算
説

明
書
発
行
費
」
は
、
町
の
予

算
の
内
容
を
漫
画
な
ど
を
用

い
て
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

冊
子
の
発
行
費
で
す
。

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

関
連
予
算
」
と
は
、
都
市
部

な
ど
地
域
外
の
人
材
を
受
け

入
れ
、
定
住
・
定
着
に
よ
り

地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
図

る
事
業
に
係
る
関
連
予
算
で

す
。

　

修
正
動
議
で
は
、
こ
れ

ら
の
事
業
に
要
す
る
予
算

６
８
９
万
６
千
円
を
削
除
と

す
る
も
の
で
す
。

発
議
者　
添
田　
政
勝

有
働　
徳
仁

◎�

わ
か
り
や
す
い
予
算
説
明

書
発
行
費

　

町
長
は
町
民
か
ら
高
評
価

を
得
て
い
る
と
答
弁
さ
れ
て

い
た
が
、
税
金
の
使
途
内
容

を
伝
え
た
い
の
な
ら
ば
、
新

規
事
業
や
重
点
事
業
を
毎
月

発
行
の
広
報
誌
に
掲
載
す
れ

ば
そ
の
役
割
を
十
分
に
果
た

せ
る
。

　

ま
た
、
存
在
を
知
ら
な
い

か
、
内
容
に
興
味
を
示
さ
な

い
町
民
も
多
く
、
費
用
対
効

果
は
期
待
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
町
長
は
全
町
民
に

税
金
の
使
途
を
知
ら
せ
る
必

要
が
あ
る
と
答
弁
さ
れ
た

が
、
発
行
部
数
は
全
世
帯
数

に
相
当
せ
ず
町
長
の
説
明
と

矛
盾
が
あ
る
。

◎�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
関

連
予
算

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

は
、
過
疎
や
高
齢
化
の
進
行

が
著
し
い
地
方
に
お
い
て
、

地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
、
地
域
協
力
活
動

を
行
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
定

住
・
定
着
を
図
る
こ
と
で
、

地
域
で
の
生
活
や
地
域
社
会

貢
献
に
意
欲
の
あ
る
都
市
住

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が

ら
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化

を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
た
制
度
と
あ
る
。

　

し
か
し
、
鞍
手
町
の
概
要

は
町
の
広
報
活
動
の
支
援
と

さ
れ
て
お
り
、
鞍
手
町
に
根

付
く
活
動
と
は
な
っ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
の
か
。

　

協
力
隊
員
や
地
域
が
盛
り

上
が
り
将
来
に
残
る
活
動
に

し
な
い
と
意
味
が
な
い
。

　

ま
た
、
協
力
隊
員
の
将
来

の
地
位
や
立
場
を
手
厚
く
考

慮
し
て
い
る
と
は
言
い
難

い
。

　

こ
の
修
正
案
に
つ
い
て
は

予
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て

は
可
決
さ
れ
、
本
会
議
に
お

い
て
は
賛
成
、
反
対
が
同
数

だ
っ
た
た
め
、
議
長
裁
決
に

よ
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

修
正
動
議
が
提
出
さ
れ
る

修
正
理
由

主
な
質
疑

問

問

　�

わ
か
り
や
す
い
予
算

　
説
明
書
発
行
費

問問

問 問

政
策
推
進
課
長

町 

長

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
関
連
予
算

政
策
推
進
課
長

町 

長
町 

長

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

反
対
討
論

町 

長
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
で
暮
ら
し
も
営
業
も
厳

し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
高
す
ぎ
る
国
保
税
を
引
き

下
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

も
切
実
で
す
。

　
国
は
国
庫
負
担
割
合
の
引

き
上
げ
や
、
低
所
得
者
層
に

対
す
る
保
険
料
負
担
軽
減
策

の
拡
充
を
行
う
べ
き
で
、
法

定
外
繰
入
解
消
な
ど
を
狙
っ

た
保
険
者
努
力
支
援
制
度
な

ど
は
や
め
る
べ
き
で
す
。

　

２
０
２
２
年
度
よ
り
未
就

学
児
の
均
等
割
の
５
割
が
軽

減
さ
れ
ま
し
た
。
生
ま
れ
た

ば
か
り
の
子
ど
も
ま
で
国
保

税
を
か
け
て
い
る
状
況
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
わ
ず

か
な
前
進
で
は
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
均
等
割
を
な
く

し
、
国
に
対
し
抜
本
的
な
追

加
の
公
費
投
入
を
求
め
て
い

く
こ
と
を
申
し
上
げ
、
賛
成

討
論
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
宇
田
川　
亮

　

鞍
手
町
立
小
学
校
の
統
合

に
向
け
た
あ
り
方
検
討
委
員

会
（
以
下
「
検
討
委
員
会
」

と
い
う
。）
は
、
当
町
の
小

学
校
に
関
す
る
最
適
な
教
育

環
境
を
検
討
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

検
討
委
員
会
で
は
、
町
内

全
小
学
校
の
児
童
数
の
現
状

と
将
来
推
計
を
基
本
と
し
、

校
舎
等
の
施
設
の
老
朽
化
の

状
況
か
ら
小
学
校
管
理
費
の

財
源
と
な
る
地
方
交
付
税
交

付
金
の
算
定
方
法
ま
で
、
小

学
校
が
置
か
れ
て
い
る
状
況

を
委
員
に
認
識
し
て
い
た
だ

く
こ
と
か
ら
始
め
、
６
小
学

校
の
す
べ
て
が
小
規
模
校
と

な
っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、
今
後
、
当
町
の

小
学
校
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
検
討
・
協
議
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
検
討
結
果
と
し

て
は
、
ま
ず
、
現
状
の
６
小

学
校
を
維
持
す
る
べ
き
か
、

そ
れ
と
も
、
何
ら
か
の
形
で

統
合
が
必
要
か
、
に
つ
い
て

協
議
が
行
わ
れ
、
委
員
全
員

の
総
意
に
よ
り
、
何
ら
か
の

形
で
統
合
が
必
要
と
の
結
論

に
至
り
、
第
１
次
と
し
て
提

言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
１
次
提
言
に
基
づ
き
、

次
に
統
合
の
校
数
と
場
所
に

つ
い
て
の
検
討
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
が
、
今
年
度
に
つ
い

て
は
校
数
に
つ
い
て
の
結
論

を
得
る
こ
と
に
焦
点
を
絞
り

協
議
を
進
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

　

校
数
に
つ
い
て
の
協
議
で

は
、
１
校
統
合
案
と
、
標
準

規
模
校
と
小
規
模
校
で
構
成

す
る
２
校
統
合
案
が
比
較
、

検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
多
く

の
友
人
と
共
に
学
び
、
切
磋

琢
磨
す
る
環
境
と
な
る
１
校

に
統
合
す
る
べ
き
と
の
結
論

と
な
り
、
第
２
次
と
し
て
提

言
を
頂
き
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
検
討

委
員
会
か
ら
の
提
言
を
受

け
、
今
後
の
町
立
小
学
校
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
審
議
を

行
い
、
次
の
よ
う
な
方
針
を

決
定
し
、
町
長
へ
報
告
し
ま

し
た
。

　
　
記

　

鞍
手
町
立
小
学
校
統
合
に

向
け
た
あ
り
方
検
討
委
員
会

か
ら
い
た
だ
い
た
提
言
を
最

大
限
尊
重
し
、
現
状
の
６
小

学
校
を
１
校
に
統
合
す
る
方

針
と
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
１
校
に
統
合
す

る
こ
と
で
学
校
規
模
が
大
き

く
な
る
こ
と
か
ら
、
発
達
障

害
等
の
児
童
を
含
む
大
き
な

集
団
に
溶
け
込
む
こ
と
が
難

し
い
児
童
に
配
慮
す
る
た

め
、
教
員
配
置
等
の
ソ
フ
ト

面
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
実
現
を
含
む
校
舎
・
設

備
等
の
ハ
ー
ド
面
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
に
加
え
て
、
人
間

関
係
に
困
っ
て
い
る
児
童
や

そ
も
そ
も
学
校
と
い
う
枠
組

み
に
属
す
る
こ
と
が
難
し
い

児
童
へ
の
対
応
と
し
て
、
適

応
指
導
教
室
の
機
能
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
た
仕
組
み
の
導

入
を
併
せ
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

賛
成
討
論

 

令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険

 

事
業
特
別
会
計 

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
抗
議
す
る
決
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
全
会
一
致
で
可
決

　
世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
て

い
る
最
中
、
ロ
シ
ア
軍
は
、
２
月
24
日
早
朝
、
国
際
社
会
の
度
重
な

る
警
告
を
無
視
し
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
全
面
的
な
侵
攻
を
開
始
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
後
、
民
間
人
を
含
め
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
続
け
て
い

る
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
国
連
憲
章
に
違
反
し
、
世
界
の
安
全
保
障

と
国
際
秩
序
を
脅
か
す
侵
略
で
あ
り
、
断
じ
て
承
認
で
き
な
い
暴
挙

で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
本
議
会
は
、
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
侵

害
に
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
ロ
シ
ア
政
府
に
対
し
、
武
力
行
使

の
即
時
停
止
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
土
か
ら
直
ち
に
す
べ
て
の
軍
隊
を
完

全
に
撤
退
さ
せ
る
こ
と
及
び
誠
実
に
国
際
法
を
遵
守
し
、
平
和
的
に

対
応
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
、決
議
す
る
。

行

政

報

告

町
立
小
学
校
の
統
合
に
向

け
た
あ
り
方
に
つ
い
て

(

全
会
一
致
で
可
決)

　
陳 

情安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
・

福
祉
を
実
現
し
国
民
の
い
の

ち
と
健
康
を
守
る
た
め
の
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
で
可
決
）

地
域
医
療
を
守
り
医
療
・
介

護
・
福
祉
、
公
衆
衛
生
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
で
可
決
）

補
聴
器
購
入
補
助
等
の
改
善

を
は
じ
め
、
難
聴(

児)

者

へ
の
支
援
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
で
可
決
）

国
に
対
し
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
実
施
中
止
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
で
可
決
）
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添
田　
政
勝

野
口
美
恵
子

田
中
二
三
輝

宇
田
川　
亮

新
谷　
留
晴

篠
原　
哲
哉

星　
　
正
彦

有
働　
徳
仁

栗
田　
美
和

許
斐　
英
幸

西
藤　
典
子

的
野　
信
之

須
山
由
紀
生

議決
結果

附属機関設置条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
職員の育児休業等に関する条例の一部改
正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
一般職の職員の給与等に関する条例の一
部改正 ○ ○ ⃝ ⃝ ⃝ ○ ー ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ 可決

固定資産評価委員会条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

火入れに関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
福岡県立鞍手高等学校鞍手町立豊翔館の
閉校に伴う関係条例の整理条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
専決処分の報告（令和 3 年度一般会計補
正予算第 8 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
専決処分の報告（令和 3 年度一般会計補
正予算第 9 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和 3 年度一般会計補正予算　第 10 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和 3 年度国民健康保険事業特別会計補
正予算第 4 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和 3 年度後期高齢者医療特別会計補正
予算　第 3 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和 3 年度住宅新築資金等特別会計補正
予算　第 2 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和 3 年度かんがい施設維持管理運営費
特別会計補正予算　第 1 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和 3 年度　地方独立行政法人くらて病
院貸付金等特別会計補正予算　第 2 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和４年度一般会計予算（修正案） ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ 可決

令和 4 年度一般会計予算（原案） ○ ○ ○ ● ○ ○ ー ○ ⃝ ⃝ ● ○ ○ 可決
令和 4 年度国民健康保険事業特別会計予
算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和 4 年度後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ ー ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ 可決

令和 4 年度住宅新築資金等特別会計予算 ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ ー ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ 可決
令和 4 年度かんがい施設維持管理運営費
特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和 4 年度谷山池パイプライン水利施設
維持管理運営費特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和 4 年度地方独立行政法人くらて病院
貸付金等特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和 4 年度水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和 4 年度下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
工場等設置奨励に関する条例に基づく令
和 3 年度固定資産税の課税免除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議会委員会条例の一部改正（発委） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議会政務活動費の交付に関する条例の一
部改正（発委） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
国に対し、消費税インボイス制度の実施
中止を求める意見書の提出を求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ● ○ 可決
安全・安心の医療・介護・福祉を実現し国民のいの
ちと健康を守るための意見書の提出を求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
地域医療を守り、医療・介護・福祉、公衆衛
生の拡充を求める意見書の提出を求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
補聴器購入補助等の改善をはじめ、難聴（児）者
への支援拡充を求める意見書の提出を求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和４年第１回定例会議案議決結果及び議員別賛否一覧表
※議長は可否同数の時のみ採決に加わります。○は賛成、●は反対を表しています。
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知
り
た
い
こ
と
望
む
こ
と
６人が
一般質問

　一般質問とは、町長から提出された議案以外に、行政に対する疑問点に
ついて質問することです。
　一般質問の内容、答弁は質問者自身が要約し、広報委員会が校正したもの
です。
　質問の全文は、鞍手町ホームページや議会事務局で会議録を閲覧できます。
※尚、会議録の調製により、閲覧が遅れる場合がありますので、ご了承下さい。

・�鞍手開発について
・六田川改修計画について

１．西
さ い と う

藤 典
の り こ

子　議員・・・・・・・・・・・８

・�旧徳島ビル周辺の歩道設置について
・�新型コロナウイルス感染症の対応について

・�パートナーシップ宣誓制度について
２．的

ま と の

野 信
の ぶ ゆ き

之　議員・・・・・・・・・・・９

・�出生祝い金の新設について
・子どもに対する医療費支援の拡充について

３．添
そ え だ

田 政
ま さ か つ

勝　議員・・・・・・・・・・１０

・�不登校の児童数について
４．野

の ぐ ち

口美
み え こ

恵子　議員・・・・・・・・・・ １１

・�新型コロナウイルスについて
・町立小学校の統合について

５．宇
う た が わ

田川　亮
あきら

　議員・・・・・・・・・・ １２

・�くらじの郷について
・くらて病院跡地について

６．有
う ど う

働 徳
の り ひ と

仁　議員・・・・・・・・・・ １３

・�ふるさと納税について
・�直方・鞍手工業団地造成事業について
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一般質問

令和４年4月 28日発行　鞍手町議会だより　No.137

町
長
の
公
約
で
も
あ

っ
た
と
い
う
、
こ
の

改
修
計
画
の
経
緯
は
。

平
成
15
年
に
、

当
時
私
は
議
員

で
し
た
が
、
他
の
議
員
２
名

と
と
も
に
町
に
対
し
て
要
望

書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
当

時
の
六
田
川
は
非
常
に
荒
れ

て
い
る
川
で
、
ず
っ
と
水
害

が
起
こ
っ
た
時
期
で
も
あ

り
、
何
と
か
し
た
い
と
か
か

わ
っ
て
き
て
、
町
長
に
さ
せ

て
頂
い
た
際
に
も
公
約
と
し

て
挙
げ
て
お
り
ま
す
。

　
先
ほ
ど
建
設
課
、
地
域
振

興
課
の
課
長
が
答
弁
し
た
よ

う
に
、
計
画
案
に
つ
き
検
討

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
し
て
こ
の
調
整
池
の

事
業
化
が
難
し
い
と
い
う

こ
と
か
ら
、
も
う
一
つ
の
工

種
で
あ
る
河
道
の
拡
幅
工

事
を
検
討
し
て
、
現
在
地
権

者
の
調
査
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
整
理
が
出

来
次
第
、
意
向
を
確
認
し
て

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

鞍
手
イ
ン
タ
ー
周
辺

で
の
、
鞍
手
開
発
の

開
発
工
事
に
つ
い
て
、
開
発

地
内
の
調
整
池
の
形
状
・
規

模
、
排
水
口
の
配
置・構
造
、

排
水
の
仕
組
み
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
た
い
。

詳
細
の

資
料
を

後
ほ
ど
事
務
局
を
通
じ
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

排
水
工
事
は
い
つ
ご

ろ
終
わ
る
の
か
。現

在
変

更
の
協

議
中
で
、
協
議
が
整
わ
な
い

と
い
つ
と
は
言
え
な
い
と

思
い
ま
す
。

未
完
成
の
ま
ま
開
発

が
続
行
さ
れ
る
と
、

雨
季
に
向
け
危
険
は
な
い

の
か
。

開
発
行

為
と
排

水
工
事
は
別
々
の
も
の
で

は
な
く
、
開
発
許
可
申
請

に
は
排
水
施
設
が
義
務
付

け
ら
れ
て
お
り
、
町
と
し

て
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

ナ
フ
コ
隣
接
の
埋
め

立
て
地
に
つ
い
て
、

排
水
の
阻
害
要
因
に
な
ら

な
い
か
。

申
請
地

の

周

囲
に
雨
水
排
水
口
を
設
け
、

法
肩
に
は
高
さ
30
セ
ン
チ

の
小
堰
堤
、
造
成
敷
地
内

に
は
沈
砂
池
を
３
か
所
設

け
、
小
堰
堤
に
よ
り
敷
地

に
た
ま
っ
た
雨
水
等
は
沈
砂

池
か
ら
溜
桝
を
経
由
し
て
水

路
へ
排
水
さ
れ
る
の
で
、
影

響
は
少
な
い
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。六

田
川
の
計
画
規
模

と
鞍
手
開
発
の
計
画

規
模
と
の
整
合
性
は
取
れ
て

い
る
の
か
。

開
発
由
来
の

雨
水
等
の
処

理
は
、
福
岡
県
の
開
発
許
可

の
条
件
と
し
て
、
開
発
面
積

に
対
応
で
き
る
調
整
池
を
設

置
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
六

田
川
の
改
修
計
画
と
の
整
合

性
は
と
る
必
要
は
な
い
と
な

っ
て
い
ま
す
。

問

問

問

問

町 

長

問

▲新型コロナウイルス感染症対策のためマスクを着用しています。

建
設
課
長

問

農
政
環
境
課
長

地
域
振
興
課
長

西藤　典子 議員

問
町長 「河道の拡幅工事が実現可能か

検討していきたい。」

六田川改修計画に
　　　　　今後取り組む方法は？

地
域
振
興
課
長

地
域
振
興
課
長

そ
の
他

・�

旧
徳
島
ビ
ル
周
辺
の
歩

道
設
置
に
つ
い
て

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
対
応
に
つ
い

て

  

の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▲準用河川　六田川
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近
年
、
性
の
多
様
性

を
認
め
合
い
、
よ
り

良
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
本

年
１
月
、
福
岡
県
が
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
４

月
１
日
よ
り
開
始
す
る
と
発

表
が
あ
っ
た
。そ
の
概
要
は
。

性
的
少
数
者
の

方
々
は
偏
見
や

差
別
な
ど
に
苦
し
ん
で
い
ま

す
。
性
的
指
向
や
性
自
認
に

関
わ
ら
ず
、
人
生
を
共
に
し

た
い
人
と
安
心
し
て
生
活
で

き
る
事
を
目
指
し
ま
す
。
双

方
ま
た
は
一
方
が
、
性
的
少

数
者
の
カ
ッ
プ
ル
が
日
常
の

生
活
に
お
い
て
人
生
を
共
に

す
る
宣
誓
書
を
提
出
し
、
福

岡
県
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
書
受
領
書
カ
ー
ド
を
交

付
し
ま
す
。
婚
姻
と
は
異
な

り
法
的
効
果
が
生
じ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

カ
ー
ド
は
県
営
住
宅
の
入
居

申
し
込
み
や
、
県
立
病
院
で

の
病
状
説
明
等
に
利
用
で
き

る
と
さ
れ
て
ま
す
。

鞍
手
町
と
し
て
検
討

す
る
部
分
は
多
い
と

思
う
が
、
本
町
で
の
制
度
導

入
に
対
す
る
取
組
み
な
ど
進

捗
状
況
は
。

本
町
で
は
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
は
実
施
し
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
制
度
に
基
づ

く
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
現
在

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。今
後
、

町
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
、
各
課
に
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
可
能
か
洗

い
出
し
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。仮

に
本
町
で
こ
の
制

度
を
導
入
し
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
の
か
。

提
供
可
能
な
サ

ー
ビ
ス
と
し
て

考
え
ら
れ
る
の
は
、
町
営
住

宅
の
入
居
に
関
す
る
こ
と

や
、
入
院
な
ど
の
理
由
で
本

人
に
交
付
で
き
な
い
な
ど
の

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
の

母
子
手
帳
の
交
付
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

本
町
で
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

の
導
入
に
つ
い
て
町
長
の
考

え
は
。

福
岡
県
よ
り
本

制
度
の
趣
旨
を

理
解
し
町
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
つ
い
て
の
依
頼
が

来
て
い
ま
す
。
本
町
独
自
の

制
度
導
入
は
現
段
階
で
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
は
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
洗
い
出
し
の

最
中
で
す
。
県
の
制
度
に
賛

同
し
今
後
、
町
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
制
度

導
入
し
た
場
合
と
同
様
の
効

果
が
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な

形
が
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

方
た
ち
に
と
っ
て
有
益
か
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

的野　信之 議員

問
　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
導
入
は
？

　「
今
後
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
た
ち

　
　
に
と
っ
て
有
益
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。」

町
長

問町 

長

問町 

長
問

町 

長

町 

長

問

▲パートナーシップ宣誓制度とは、各自治体が同性同士のカップルを
　婚姻に相当する関係と認め証明書を発行する制度です。
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子
育
て
支
援
に
対
す

る
町
長
の
基
本
的
な

考
え
は
。

鞍
手
町
が
子
育

て
し
や
す
い
町

と
し
て
、
若
者
や
子
育
て
世

代
に
選
ば
れ
て
い
く
た
め

に
、
家
庭
や
地
域
子
育
て
支

援
事
業
の
提
供
事
業
者
、
行

政
な
ど
の
各
主
体
が
連
携
、

協
働
し
な
が
ら
関
連
施
策
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

現
在
、
物
価
が
上
昇

し
、
そ
の
影
響
を
大

き
く
受
け
る
子
育
て
世
代
に

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
本
町

独
自
の
新
し
い
支
援
策
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
。

子
育
て
支
援
策

と
し
て
町
独
自

に
給
食
費
の
３
回
目
の
無
料

に
つ
い
て
計
上
し
て
い
ま

す
。

こ
れ
か
ら
出
産
に
必

要
な
物
の
価
格
が
上

昇
し
て
い
く
中
で
、
鞍
手
町

で
生
ま
れ
て
く
れ
た
感
謝
の

気
持
ち
を
出
生
祝
い
金
と
い

う
形
の
最
初
の
支
援
が
あ
る

事
で
、
若
い
世
代
の
方
々
に

鞍
手
町
を
良
く
思
っ
て
い
た

だ
き
、
定
住
人
口
の
増
加
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
。

感
謝
の
気
持
ち

を
あ
ら
わ
す
と

い
う
意
味
で
も
祝
い
金
は
効

果
が
あ
る
か
な
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
が
定
住
に
結
び
つ

く
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

今
後
子
育
て
支
援
の
方
法
や

財
源
な
ど
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
し
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

医
療
費
を
18
歳
ま
で

無
償
化
に
し
た
場
合

の
経
費
は
。

約
５
７

１
万
円

の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

以
前
、
医
療
費
を
18

歳
ま
で
無
償
化
に
す

る
の
は
、
財
源
の
問
題
と
い

う
答
弁
だ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
る
が
、
今
の
考
え
は
。

財
源
と
と
も

に
、
鞍
手
町
の

医
療
費
助
成
は
充
実
し
て

い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

付
金
を
財
源
に
す
る

考
え
は
。

本
町
の
財
政
状

況
は
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
今
後
の
庁
舎

等
建
設
を
初
め
、
諸
計
画
が

山
積
し
て
お
り
ま
す
。
新
規

事
業
も
含
め
、
必
要
な
事
業

に
充
当
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

鞍
手
町
の
為
に
い
た

だ
い
た
寄
付
金
を
、

鞍
手
町
の
課
題
で
あ
る
定
住

人
口
の
増
加
の
た
め
、
子
ど

も
の
医
療
費
に
使
う
。
完
全

に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
と
考
え

る
が
。

今
回
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
寄
付

金
が
か
な
り
集
ま
り
、
高
い

水
準
で
あ
り
ま
し
た
け
ど

も
、
こ
の
寄
付
金
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
慎
重
な
取
扱
い

が
必
要
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
己
負
担
の
上
限
を

設
け
て
、
取
り
組
む

考
え
は
。

今
の
と
こ
ろ
は

ま
だ
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
に
対
す
る
医
療
費
支

援
の
拡
大
に
つ
い
て

町 

長

町 

長

問

添田　政勝 議員

問
町長 「調査研究をし、検討していきたい。」

出生祝い金の考えは？

問

町 

長

問町 

長

問

保
険
健
康
課
長

問町 

長

問

町 

長

問問

町 

長

▲福岡県でも多くの市町村で出産、育児における助成事
　業を行っている。
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文
部
科
学
省
の
調
査

で
、
昨
年
度
、
不
登

校
の
小
学
生
は
６
万
３
３
５

０
人
で
前
年
度
と
比
べ
１
万

人
の
増
。
ま
た
中
学
生
は
13

万
２
７
７
７
人
で
前
年
度
と

比
べ
４
８
５
５
人
の
増
と
な

り
、
８
年
連
続
で
増
加
し
、

１
９
９
１
年
度
の
統
計
開
始

以
降
、
最
多
と
な
っ
た
。

鞍
手
町
も
例
外
で
は
な

い
と
思
う
が
、
現
在
の
不
登

校
の
児
童
数
は
。

今
年
１
月
末

の
集
計
で
は
、

小
・
中
学
生
の
不
登
校
児
童

生
徒
の
合
計
は
、
20
数
名
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

で
は
、
そ
の
現
実
を

踏
ま
え
て
、
現
在
そ

の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
が
い

る
中
で
、
学
校
と
し
て
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る

の
か
。

小
中
学
校
で

は
、
い
じ
め
、

不
登
校
対
策
委
員
会
を
設
置

い
た
し
ま
し
て
、
毎
週
、
実

態
把
握
と
対
策
に
つ
い
て
会

議
を
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
生
活
ア
ン
ケ
ー

ト
を
毎
月
実
施
し
、
困
っ
て

い
る
児
童
生
徒
が
い
な
い
か

を
調
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

不
登
校
児
童
、
生
徒
を
担
任

だ
け
に
任
せ
る
の
で
は
な
く

て
、
そ
れ
ぞ
れ
不
登
校
状
況

や
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
担

当
を
決
め
て
取
り
組
む
、
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
方
式
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
児

童
生
徒
や
保
護
者
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
や
家
庭
訪
問
と
教

師
に
よ
る
教
育
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
、
小
中
連

携
の
事
業
と
い
た
し
ま
し
て

小
中
連
携
会
に
新
た
に
小
中

生
徒
指
導
会
議
を
設
け
て
、

児
童
生
徒
の
配
慮
事
項
等
の

引
継
ぎ
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

教
育
委
員
会
と
し
ま
し

て
は
、
不
登
校
、
い
じ
め
、

学
校
不
適
合
対
策
の
解
決
並

び
に
改
善
を
図
る
た
め
に
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
等
に
よ
る
定
例
学
校
訪
問

を
毎
月
１
回
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
訪
問
の
メ
ン
バ
ー

は
、
学
校
関
係
者
と
教
育
委

員
会
担
当
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
町
の
福

祉
人
権
課
、
家
庭
児
童
相
談

員
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
メ

ン
バ
ー
で
１
時
間
程
度
の
会

議
を
持
っ
て
、
対
策
や
意
見

を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

問

問 教
育
課
長

野口 美恵子 議員

問町
長  

鞍
手
町
に
お
け
る
現
在
の
不
登
校
の
児
童
数
は
？

　「
小
中
学
校
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
の

　
　
　
　
合
計
は
20
数
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。」

教
育
課
長
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▲全国の不登校児童生徒数の推移
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５
歳
か
ら
11
歳
の
予

約
と
接
種
状
況
は
。

３
月
上

旬
に
接

種
券
を
送
付
し
、
直
鞍
２
市

２
町
の
各
医
療
機
関
に
直

接
予
約
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

接
種
時
期
は
、
３
月
下
旬

よ
り
開
始
す
る
予
定
で
す
。

人
権
に
配
慮
し
、
接

種
の
有
無
で
、
い
じ

め
や
差
別
は
絶
対
に
あ
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
児
童
、

保
護
者
へ
の
注
意
喚
起
は
。

学
校
で
も
十

分
配
慮
し
た

人
権
教
育
を
し
て
い
き
ま

す
。

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
状
況
は
。９

０
８

３
人
中
、

３
１
１
８
人
が
接
種
し
て

お
り
、
接
種
率
は
34
・
３
％

で
す
。３

回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
進
め
る
た
め

の
町
の
方
策
は
。

町
内
各

医
療
機

関
で
の
接
種
と
と
も
に
、
く

ら
て
病
院
で
の
集
団
接
種

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
８
月
末
ま
で
に
２

回
接
種
さ
れ
た
８
９
１
５

名
に
接
種
券
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
そ
の
後
の
方
も
６

か
月
経
て
ば
接
種
で
き
る

よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

そ
の
際
、
県
の
大
規
模
接

種
会
場
案
内
の
チ
ラ
シ
も

同
封
し
て
い
ま
す
。

家
庭
内
感
染
が
増
え

て
い
る
中
、
自
宅
療

養
者
が
買
い
物
等
で
外
出
す

れ
ば
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
り

ま
す
。町
独
自
の
支
援
策
は
。

第
７
波
も
想
定

し
な
が
ら
町
独

自
の
支
援
策
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。蔓

延
防
止
措
置
の
も

と
で
も
開
館
し
て
い

る
近
隣
の
体
育
施
設
は
。

北
九
州
市
、
直

方
市
、
中
間
市

宮
若
市
、
宗
像
市
、
水
巻
町

芦
屋
町
、
遠
賀
町
で
す
。

青
少
年
健
全
育
成
と

い
う
観
点
か
ら
、
感

染
防
止
措
置
と
と
も
に
、
あ

る
程
度
の
制
限
を
加
え
れ

ば
、
せ
め
て
少
年
ス
ポ
ー
ツ

団
体
に
は
、
施
設
の
使
用
を

許
可
し
て
も
い
い
の
で
は
。

　

町
内
の
小
・

中
学
校
は
２

月
28
日
現
在
、
95
名
の
陽
性

者
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
校
受
験
の
時
期
で
も
あ

り
、
特
に
感
染
対
策
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
、
今
回
、
体

育
施
設
利
用
を
休
止
い
た
し

ま
し
た
。検

討
委
員
会
か
ら
一

校
に
統
合
す
べ
き
と

提
言
を
受
け
て
い
る
が
、
町

長
の
今
後
の
具
体
的
考
え

は
。

基
本
計
画
作
成

の
予
算
を
計
上

し
て
い
ま
す
が
、
教
育
委
員

会
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す
。

老
朽
化
し
た
給
食
セ

ン
タ
ー
を
ど
う
す
る

の
か
。

小
学
校
に
併
設

す
る
の
か
、
食

育
の
観
点
か
ら
も
給
食
は
非

常
に
重
要
な
も
の
で
す
。
何

が
最
適
か
、
今
後
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
に
統
合
す
れ
ば
、

５
校
か
ら
６
校
が
廃

校
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

跡
地
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え

て
あ
る
の
か
。総

合
管
理
計
画

の
中
で
、
公
共

施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問
町長 「６か月経てば接種できる

　　　　　　　　準備をしています。」

ワクチン接種を進める
　　　　　　　ための方策は？

宇田川　亮 議員

問保
険
健
康
課
長

問教
育
課
長

問保
険
健
康
課
長

問保
険
健
康
課
長

問町 

長
問教

育
課
長

問

教
育
課
長

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

問

町 

長
問 町 

長
問町 

長

▲老朽化の激しい給食センター
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有働　徳仁 議員

問
町
長 く

ら
じ
の
郷
の
今
後
に
つ
い
て

　「
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。」

▲有効的な利活用が期待される
　「総合福祉センター　くらじの郷」

以
前
４
２
０
０
万
円

以
上
の
赤
字
と
伺
っ

た
が
今
年
度
は
。

支
出
総

額
４
７

１
９
万
４
５
０
０
円
。
使
用

料
等
の
収
入
総
額
は
５
６
０

万
２
７
６
１
円
で
あ
り
、
差

引
き
４
１
５
９
万
１
７
３
９

円
が
一
般
財
源
と
な
り
ま

す
。

売
却
の
考
え
な
ど
の

考
え
は
。昨

年
の
３
月
議

会
で
も
同
様
の

質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
の
憩

い
の
場
と
し
て
、
ま
た
自
然

災
害
の
避
難
所
と
し
て
必
要

な
施
設
で
あ
る
と
い
う
私
の

考
え
を
お
答
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が

実
現
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

町
直
営
で
あ
る
こ
と
に
こ
だ

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
官

民
を
問
わ
ず
、
最
適
な
利
用

方
法
を
模
索
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

売
却
や
賃
貸
の
話
が

あ
る
と
思
う
が
、
そ

の
内
容
は
。

今
、
あ
る
企

業
か
ら
旧
福

祉
棟
に
つ
い
て
、
今
お
風
呂

は
閉
鎖
し
て
お
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
そ
れ
を
復
活
さ
せ
て

利
用
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ

は
福
祉
棟
を
賃
貸
で
お
借
り

し
て
利
用
し
て
い
き
た
い
と

い
う
ご
提
案
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

く
ら
じ
の
郷
の
温
泉

施
設
を
そ
の
ま
ま
温

泉
施
設
に
。
そ
の
中
で
災
害

が
あ
っ
た
と
き
に
は
無
料
で

避
難
場
所
と
し
て
使
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
そ
れ
を
踏
ま

え
て
前
向
き
に
検
討
す
る
考

え
は
。

考
え
て
お
り
ま

せ
ん
。

今
後
、
寄
付
を
活
用

し
た
新
規
事
業
の
考

え
は
。

新
規
事
業
も
含

め
、
必
要
な
事

業
に
充
当
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

令
和
４
年
は
７
億
円

く
ら
い
の
納
税
額
。

令
和
５
年
に
経
費
を
引
い
た

約
３
億
５
千
万
円
く
ら
い
の

予
算
が
あ
る
と
思
う
。
現
在

１
年
間
に
70
人
か
ら
80
人
位

の
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
出
生
祝
い
金
と
し
て

３
万
円
に
対
し
て
約
80
人

い
た
と
し
て
２
４
０
万
円
、

５
万
円
に
対
し
て
約
80
人
い

た
と
し
て
４
百
万
円
、
鞍
手

町
独
自
と
し
て
の
考
え
は
。

今
の
と
こ
ろ
持

ち
合
わ
せ
て
い

ま
せ
ん
。デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
が

認
定
さ
れ
る
の
は
い

つ
ご
ろ
か
。具

体
的
な
内

容
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
な
ど
は
ま
だ
示
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
が

困
難
な
場
合
の
対
応

は
。

福
岡
県
、
直
方

市
と
足
並
み
を

そ
ろ
え
、
企
業
誘
致
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 問

問

問

町 
長

問

問

問

問

町 

長

福
祉
人
権
課
長

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

町 

長

　
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

町 

長
問町 

長
町 

長

総
務
課
長

�

そ
の
他
「�

く
ら
て
病
院
跡

地
に
つ
い
て
」
の
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
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■
編 

集 

後 

記

く
ら
て
議
会
だ
よ
り

第
137
号
●
発
行
／
福
岡
県
鞍
手
町
議
会　

 

●
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
〒
８
０
７-

１
３
９
２  

福
岡
県
鞍
手
郡
鞍
手
町
大
字
中
山 

３
７
０
５　
☎ 
０
９
４
９
（
42
）
２
１
１
１　

  

●
印
刷
所
／
社
会
福
祉
法
人  

福
岡
コ
ロ
ニ
ー

発
行
責
任
者

編
集
ス
タ
ッ
フ

議
会
議
長

星　
　
　

正　

彦

委
員
長

野　

口　

美
恵
子

副
委
員
長

西

藤

典

子

委

員

有

働

徳

仁

委

員

新

谷

留

晴

委

員

委

員

添

田

政

勝

的

野

信

之

土 筆 （ つ く し ）

　３月に入り暖かくなると、田んぼや土手などで見かける土筆はスギナという植
物の胞子茎です。スギナと土筆は地下茎でつながっていて、スギナは光合成、土
筆は胞子を飛ばす役割を担っているそうです。スギナはシダ植物なので花は咲き
ません。スギナの花のような存在とも言える土筆にも花言葉があり「向上心」や「驚
き」とされています。

　
今
年
こ
そ
コ
ロ
ナ
を
封
じ
込
め

て
平
穏
な
日
々
が
戻
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
中
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
を
侵
攻
し
ま
し
た
。
一
国
の

独
裁
者
が
理
不
尽
な
戦
争
を
引
き

起
こ
し
、
多
く
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

を
虐
殺
し
苦
し
め
て
い
ま
す
。

　
鞍
手
町
議
会
も
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
抗
議
す
る
決
議
案

を
採
択
し
ま
し
た
。　
　
　
　

　

世
界
の
意
見
に
目
も
く
れ
ず
、

お
の
れ
の
主
義
主
張
を
押
し
通
す

姿
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
「
裸
の
王

様
」
を
連
想
す
る
の
は
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
的
野　
信
之

表紙の紹介

全国町村議会議長会
自治功労者表彰

宇田川　亮 議員
　町村議会議員として２７年以上

　在職し功労のあった者

新型コロナウイルス対策に関する議会の傍聴について
　新型コロナウイルス感染症対策として、本議会の傍聴にお越し
の際には次のことにご留意ください。
１．発熱や咳等の症状があるなど体調がすぐれない方は傍聴をご
　　遠慮ください。
２．マスクを着用し咳エチケットにご配慮ください。
３．備え付けの手指消毒液で消毒したうえで傍聴してください。
４．本会議の傍聴席は通常 30 名を最大 10 名に制限させていた
　　だきます。
※�なお、新型コロナウイルス感染症については日々状況が変化し

ており、それに伴い対応方針（開会時間、日程等）が変更する
場合がありますのでホームページ等で随時お知らせいたします。

問い合わせ　議会事務局　☎42局 2111番（内線331）


